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報道関係各位  2023 年 8 月 24 日 

プレスリリース 

 

特別展 関東大震災 100 年「首都東京の復興ものがたり―未来へ繋ぐ 100 年の記憶― 

特別展関連展示・ワークショップのお知らせ 

 

日比谷図書文化館では、9 月 1 日（金）より開催する特別展関東大震災 100 年「首都東京の復興もの

がたり―未来へ繋ぐ 100 年の記憶―」の開催にあわせて、館内の各フロアで関連展示やワークショップ

を開催します。 

 

■ 特別研究室企画展示「震災の記憶と復興の足跡」 

特別研究室の震災の記録と市政専門図書館所蔵の復興関連資料から関東大震災を

振り返り、防災について考えるきっかけとする展示です。関東大震災復興のシンボル

となった市政会館（東京都指定有形文化財）の建築模型（制作：今村仁美 / アトリエ 

イマージュ）もあわせて展示します。 

・期間：9 月 1 日（金）～10 月 31 日（火） 

・開室時間：平日 10:00～20:00、土曜 10:00～18:00、日曜・祝日 10:00～16:00 

・会場：4 階特別研究室 ・入場無料 

・協力：今村仁美（アトリエ イマージュ）、公益財団法人後藤・安田記念東京都市研究所市政

専門図書館 

 

 

■ 建築模型ワークショップ「紙とボードで日比谷公会堂をつくる」 

 かつて「日本のカーネギーホール」と称された日比谷公会堂（東京都指定有形文化財）は 1929（昭和 4）

年に竣工し、関東大震災復興のシンボルとなりました。今回のワークショップでは動画を見ながら模型制作キ

ットを使用して日比谷公会堂の模型を作り額縁に入れて仕上げます。 

・日時：10 月 14 日（土）14：00～17：00（13：30 開場） 

・講師：今村 仁美 （アトリエ イマージュ代表） 

・会場：4 階 スタジオプラス（小ホール） ・定員：20 名（事前申込順、定員に達し次第締切） 

・参加費：3000 円（材料費込み） 

 

■ 特別展関連図書展示 

関東大震災の発生から復興までの道のりを記録した資料や、今後起こ

りうる災害に備え、地震に関する知識や備蓄品など身を守るための方

法が学べる資料を展示します。 

・期間：9 月 1 日（金）～11 月 26 日（日） 

＊9 月 18 日（月・祝）、10 月 14 日（土）～16 日（月）、11 月 20 日（月）を除く 

・会場：2 階図書フロア パープルゾーン三角台 ・無料 

 

尋ね人の貼り紙がされた西郷隆盛像

（宮武外骨著『震災画報』 1923 年） 
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■ 新聞が記録した関東大震災直後のリアル 

関東大震災直後に発行された新聞は何を伝え、どう記録したのか。千代田区教育

委員会所蔵の当時の新聞を読み解きます。 

・期間：9 月 1 日（金）～11 月 26 日（日） 

＊9 月 18 日（月・祝）、10 月 14 日（土）～16 日（月）、11 月 20 日（月）を除く 

・会場：３階図書フロア エレベーターホール ・無料 

・協力：千代田区教育委員会 

 

 

 

 

■ 特別展関東大震災 100 年「首都東京の復興ものがたり―未来へ繋ぐ 100 年の記憶―」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・会期：9 月 1 日（金）～11 月 26 日（日） ＊前後期で展示替えあり 

・会場：1 階特別展示室 ・入場無料 

※ 詳細はホームページでご確認ください。 

https://www.edo-chiyoda.jp/tenji_koza_kodomotaikenkyoshitsu/tenji/1/529.html 

 

 

 

 

〈 お問い合わせ先 〉 千代田区立図書館 日比谷図書文化館  

広報担当：並木 namiki-yuri@shopro.co.jp、鈴木 suzuki-hiroko@shopro.co.jp 

〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園 1-4 TEL：03-3502-3340/ FAX：03-3502-3341  

ホームページ：https://www.library.chiyoda.tokyo.jp/hibiya/  

 

東京日日新聞、大正 12 年 9 月 9 日一面、罹災民救済に心を砕く後藤内相 

 

 


